
京都府宇治市

広　報　課

〒611京鄙町宇治市

宇治琵琶^番地

　発行

　編吏

寥

≪../.(0774)22－3141

●晦月日l･Uil,21Hほif

」

竺

ili政愉唯いつでも24時間

テレホンサーヒ'ス

第763号

　　　　　宇治市政ダイヤル慄t

、20－0100

昭和61年火災・救急統計から

救
急
・
交
通
事
故
の
出
動
千
件
を
超
す

　宇治市消防本部は、この程昭和61年（｜月から12月ま

で）の火災救急統計をまとめました。６月に発生した東

宇治地区のショップセンターの火災により、建物焼損面

積、損害額が大幅に増加。27年に消防本部が発足して以

来の記録的な数字となりました。火災原因では、依然と

して放火の割合が全火災発生件数の40％を示しています。

救急出動件数も、57年以降毎年増加して2,987件｡中で

も交通事故による出動件数は初めて1,000件を超えてい

ます。

火
災
損
害
額
・
焼
損
面
積

　
過
去
最
高
に

▲急増する交通事故による救急出動

　
六
十
一
年
一
年
間
の
火
災
発
生

件
数
は
六
十
八
件
で
、
六
十
年
よ

り
五
件
の
増
加
。
更
に
、
損
害
額

が
七
億
三
千
四
百
二
十
八
万
七
千

円
、
焼
損
面
積
は
三
千
七
百
六
十

八
平
方
肩
と
、
二
十
七
年
に
消
防

本
部
が
発
足
し
て
以
来
の
記
録
的

な
数
字
と
な
っ
て
い
毒
了
。

　
内
訳
は
、
建
物
火
災
が
五
十
四

件
（
七
九
包
で
六
件
の
増
。
こ

の
内
、
三
十
二
件
が
住
宅
で
す
。

次
い
で
、
そ
の
他
火
災
が
十
一
件
、

（
エ
ハ
％
）
、
車
両
火
災
二
件
、
林

野
火
災
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
間
隔
は
、
五
・
四
日

に
一
件
の
割
合
で
す
。

　
月
別
発
生
件
数
で
は
、
三
月
が

十
二
件
、
次
い
で
八
月
の
十
件
、

二
月
の
九
件
と
な
り
、
上
半
期

（
一
月
上
〈
月
）
に
四
十
四
件
と
多

く
発
生
し
て
い
車
ｙ
。

　
り
災
に
よ
る
被
害
は
死
者
一
人
、

負
傷
者
十
二
人
。
焼
損
面
積
は
三

千
七
百
六
十
八
平
方
肩
と
六
十
年

と
比
べ
約
二
倍
、
損
害
額
で
も
七

億
三
千
四
百
二
十
八
万
七
千
円
と

六
十
年
の
約
六
倍
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
一
件
当
た
り
の
平
均
損
害
額

は
一
千
乍
十
九
万
八
千
円
。
火
災

損
害
額
の
う
ち
九
九
・
六
％
は
建

物
火
災
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
ｙ
し
た
大
幅
な
増
加
は
、
東

宇
治
地
区
の
シ
ョ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

の
火
災
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
毒
ｙ
。

　
火
災
原
因
は

　
　
放
火
が
ト
ッ
プ

　
火
災
尿
因
は
、
放
火
（
疑
い
も

含
む
）
が
二
十
七
件
（
四
〇
％
）

で
最
も
多
く
、
次
い
で
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
か
け
忘
れ
が
七
件
（
一
〇
％
）
、

タ
バ
コ
五
件
（
七
％
）
、
ふ
う
ｐ
:

ま
ど
が
三
件
（
四
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
放
火
に
よ
る
火
災
が
、
一
月
か

ら
五
月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
に
二
十

三
件
と
多
発
。
特
に
、
同
一
地
区

で
深
夜
短
時
間
に
連
続
的
に
発
生

す
る
な
ど
悪
質
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
放
火
対
象
は
、
空
き
家
・
晨

小
屋
、
留
守
宅
、
建
築
中
の
建
物

な
ど
が
狙
わ
れ
や
す
く
、
こ
の
よ

之
篆
屋
に
対
す
る
近
隣
の
注
意

が
必
要
で
す
。

救
急
出
動
２
千
９
百
8
7
件

　
１
日
平
均
８
・
２
回
の
出
動

　
救
急
出
動
件
数
は
二
千
九
百
八

十
七
件
で
、
六
十
年
よ
り
百
十
四

件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
日
平
均
八
・
二
件
、

約
三
時
間
に
一
回
救
急
車
が
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
出
動
内
容
は
、
急
病
が
千
二
百

五
十
件
（
四
二
％
）
と
、
六
十
年

よ
り
四
十
二
件
の
減
少
を
し
て
い

る
も
の
の
、
交
通
事
故
で
は
、
六

十
年
よ
り
八
十
七
件
増
の
千
一
件

　
（
三
四
％
）
と
、
初
め
て
千
件
を

超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
負
傷

も
四
百
二
十
五
件
（
一
四
％
）
と

百
件
の
増
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
月
別
出
動
件
数
で
は
、
四
月
の

二
百
八
十
件
が
最
も
多
く
、
二
月
・

九
月
の
二
百
十
七
件
が
最
少
。

　
な
お
、
通
報
に
よ
り
出
動
し
た

結
果
、
不
搬
送
が
二
百
十
五
件
あ

り
ま
し
た
。

　
生
命
を
守
る
救
急
自
動
車
の
正

し
い
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

第
５
回
宇
治
市
青
少
年

　
　
健
全
育
成
推
進
大
会

　
Ⅲ
四
少
年
健
全
育
成
協
議
会

で
は
、
「
2
1
世
紀
に
向
け
て
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
を
開
き
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
育

２
月
８
日
広
野
公
民
館
で

成
に
携
わ
る
関
係
者
・
市
民
が

一
堂
に
会
し
研
究
・
交
流
を
行

い
、
実
践
を
深
め
る
契
機
に
し

ぷ
フ
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
：
２
月

　
８
日
面
、
午

　
後
１
時
～
４

　
時
半

▼
と
こ
ろ
…
広
野
公
民
館

▼
内
容
…
研
究
発
表
よ
…
提
案

　
　
「
2
1
世
紀
に
向
け
て
の
ふ
る

　
さ
と
づ
く
り
」
ぼ
地
域
団
体

　
の
実
践
発
表
、
分
散
会
協
議

　
な
ど
。
（
青
少
年
対
策
室
）

第4回

宇
治
市
観
光
写
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集
（
２
月
2
5
日
ま
で
）

　
四
季
を
通
じ
た
「
宇
治
の
表

情
」
を
テ
ー
マ
に
、
季
節
感
あ

ふ
れ
る
風
景
、
行
事
、
風
俗
な

ど
、
新
鮮
な
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　
特
に
今
回
は
、
旧
京
都
国
体

に
向
け
、
「
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
汐
を
特
別

賞
と
し
て
設
け
ま
し
た
。

　
あ
な
た
の
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
▼
応
募
資
格
…
特
に
な
し
▼

規
格
…
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
四

ツ
切
り
サ
イ
ズ
（
新
し
い
作
品

で
単
写
真
、
未
発
表
の
も
の
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

写
真
の
裏
に
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
撮
影
現

から▲第１回入賞作品

所
、
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た

応
募
票
夕
ほ
り
、
２
月
2
5
日
團

ま
で
に
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー

（
〒
Ⅲ
宇
治
市
宇
治
塔
川
２
・
ｓ

⑩
3
3
3
4
）
へ
。
当
日
消
印

有
効
。

　
▼
賞
…
推
薦
２
点
、
特
選
３

点
、
準
特
選
―
点
、
入
選
2
0
点
、

京
都
国
体
特
別
賞
３
点
▼
発
表

…
３
月
1
6
日
㈲
（
入
賞
者
全
員

に
直
接
通
知
）
▼
写
真
展
・
：
３

月
中
旬
以
降
、
市
観
光
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
予
定
▼
主
催
・
：
宇
治

市
、
宇
治
観
光
協
会
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
の
版
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
貧

者
は
定
め
た
期
日
ま
で
に
原
版

　
（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
）
か
扱
出

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
作
品
は

返
却
１
　
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

685

宇治・ふるさとの味覚をた

ずねて

増え続ける火災・救急

とき3月8日（日）午前10時心午後4時

ところ宇治市観光センターとその周辺



正しくお早めに

2
月
1
6
日
か
ら
受
け
付
け

　
今
年
も
、
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税
金

は
、
豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
正
し
い
申

告
と
納
税
は
、
健
全
な
市
民
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。
申
告
期
限
間
近

に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
申
告
期
限
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同
じ
く
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

住
民
税
の
申
告

　
申
告
の
必
要
な
人

①
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現
在

　
で
宇
治
市
内
に
住
所
を
有
し
、

　
六
十
一
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た

　
人
。

②
宇
治
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所

　
ま
た
は
家
屋
の
あ
る
人
。

問
い
合
わ
せ

市
・
府
民
税
・
・
・
市
役
所
市
民
税
課

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
酋
3
1
4
1
）

所
得
税
…
宇
治
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
図
4
1
4
1
）

申
告
の
こ
と
な
ら
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０昏
Ｕ

　
な
お
、
所
得
が
少
な
い
な
ａ
ｊ
ｐ

非
課
税
対
象
に
な
る
人
で
も
、
児

童
手
当
や
福
祉
関
係
、
国
民
健
康

保
険
関
係
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な

り
乖
ゐ
で
、
必
ず
申
告
を
。

　
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

　
署
に
提
出
す
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

　
給
与
支
払
い
報
告
書
が
提
出
さ

　
れ
て
い
る
人
（
年
末
調
整
済
み

　
の
人
）
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
（
利
子
・
配
当
・
不
動
産
所
得

な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
し

ｖ
-
v
だ
さ
い
。

　
申
告
時
の
注
意
点

①
申
告
書
に
は
、
六
十
二
年
一
月

1
1
1
1
ｔ
ｌ
－
―
―
－
１
１
１
自
自
Ｉ
自
1
1
1
1
1
－
－
－
－
―
―
－
1
1
1
1
1
自
自
－
1
1
1
1
1
a
l
l
－

１
－
－
―
－
1
1
1
1
1
1
自
１
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
－
―
ｌ
ａ
ｌ
Ｉ
ｉ

市
・
府
民
税
の
申
告

出
張
受
け
付
け

丿

2
月
1
9
日
か
ら
各
所
で

　
市
民
税
課
で
は
、
里
崩
間

中
は
土
曜
日
も
平
日
ど
お
ひ
午

後
五
時
ま
で
。
市
・
府
民
税
の

里
曼
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
左
表
の
と
お
り
市
内

各
所
で
出
張
舜
け
付
け
を
し
ま

す
の
で
、
お
折
て
の
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ｕ

住民税の出張受け付け日程表

月　日 会　　　　　場

2/19困 木　幡　公　民　館
小　倉　公　民　館

2／20(4) 伏見信用金庫六地蔵支店
伊勢田公民分館

2 /23月) 広　野　公　民　館
西　小　倉　集　会　所

2 /24(火 開　公　民　分　館旦　椋　公　会　堂

2/25俐 紫ヶ丘公民分館
六　地　蔵　公　会　堂

2/26困 東宇治消防分署
西大久保集会所

2/27倒 太陽神戸銀行宇治支店

※時間は、いずれも午前io時～正午と午後

　１時～４時（ただし、太陽神戸銀行は、

　午後３時まで）。
－－－－－■■－■－－－・゛●
－－－－－－・－－－－－●．－

・ ■ ・ ■ ■ ■ ・ 個 － ・ ・ ・ ・ ・ ■ ■ ■ － ■ ■ － ■ ■ ■ ■ ■ － ・ － ・ － － － ・ ■ ■ ■ 個 ・ － － － － ・ － ■ ・ ■ ■ － － －

・ ・ ・ ・ ・ 一 ・ － ・ 一 一 一 ・ ・ ・ ・ 一 一 一 一 － － － － － － ・ － － ・ － － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 一 一 一 一 一 － －

　
一
日
現
在
の
住
所
と
現
住
所
を

　
記
入
し
、
電
話
番
号
も
忘
れ
ず

　
に
。

９
〈
十
一
年
中
の
収
入
金
額
や
必

　
要
経
費
が
分
か
る
書
類
や
、
源

　
泉
徴
醤
ｙ
、
収
入
証
明
書
な
ど

■
　
m
％
し
Ｖ
Ａ
／
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金

　
な
ど
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料

　
の
課
税
所
得
控
除
証
明
書
、
医

　
療
費
の
領
収
書
な
戸
矛
添
付
し

．
ｙ
に
ぐ
だ
さ
い
・

④
扶
養
配
偶
者
や
そ
の
他
の
扶
養

所得税の納税相談日程表

月　日 会　　　　　場

2/18休

宇治市農協束宇治支店/19俐

/20 倒

/23(月)
京都銀行小倉支店

/2火

/25團 京都銀行小倉支店
宇治商工会議所

/26困
宇治商工会議所

/27(i)

3／2(月) 宇治納､税協会

／３(火)
宇治納税協会
宇治市農協東宇治支店

/4困 宇治市農協東宇治支店

/5俐
京都銀行小倉支店

/e吻

/9㈲

宇治商工会議所/lo火

/ll困

　
小
規
模
事
業
者
の
確
定
里
易

手
助
け
牽
ず
る
た
め
、
右
表
の
日

程
で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
こ

の
坦
餅
は
、
税
理
士
会
宇
治
支

部
、
納
税
協
朔
宏
霞
工
会
議

所
の
共
催
で
す
。
（
宏
親
務
署
）

納
税
相
談
所
を
開
設

　
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

　
家
族
が
あ
る
場
合
は
、
漏
れ
な

　
く
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

⑤
郵
送
で
申
告
す
る
場
合
は
、
記

　
載
事
項
の
誤
記
と
必
要
書
類
の

　
不
足
が
な
い
ぶ
つ
に
特
に
ご
注

　
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
申
告
書
と
一
緒
に

郵
挙
葛
「
申
告
書
の
書
き
方
Ｊ

を
ａ
Ｍ
ｙ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

所
得
税
の
申
告

　
正
し
い
確
定
申
告
を

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で

一
年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
を
正

し
ぐ
計
算
し
、
申
告
・
納
税
す
る

と
い
う
。
申
告
納
税
制
芦
を
と

っ
て
い
未
丁
。
昨
年
一
年
間
の
所

得
と
税
額
を
正
し
ぐ
計
算
し
、
お

早
め
に
申
告
・
納
税
か
震
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
し

な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
分
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
ぐ
、
加
算

税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

　
次
の
様
な
場
合
に
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
○
事
業
収
入
の
あ
る
場
合
○
不

　
動
産
収
入
の
あ
る
場
合
○
土
地

お気軽にお越しください

所得税確率申告説明会

　
や
建
物
を
死
っ
た
場
合
な
ど
で

　
昭
和
六
十
一
。
年
中
の
所
得
金
額

　
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶

　
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

　
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
時
。

②
Ｏ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の

　
年
収
が
千
五
百
万
円
か
超
え
る

　
ヽ
場
合
Ｏ
給
与
所
得
や
認
餅
得

　
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

　
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
Ｏ
二

　
ヵ
所
以
よ
ｃ
｡
m
与
を
営
げ
て

　
い
る
場
合
な
ぺ

　
白
色
申
告
者
も

　
収
支
内
訳
書
の
添
付
を

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
場
合
（
青
色
申
告
者
を
除
く
）

と　き…２月12日(木)

　　午後1時半~4時

ところ…中央公民館

　　(折居台1丁目、文化

　　センター内)･

主　催…宇治税務署

豪時間は､いずれも午前10時~午後３時半。

は
、
六
十
一
年
分
の
確
定
申
告
書

か
提
出
す
る
時
に
、
そ
の
年
の
総

収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を

記
載
し
た
収
支
内
訳
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、
五
十
九
年
分
か
六
十

年
分
の
事
業
所
得
等
の
所
得
金

額
の
合
計
が
三
百
万
円
夕
超
え
る

握
に
は
、
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
。
該

当
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以

外
の
人
で
も
記
帳
し
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
記
帳
か
基
に
収
支
内
訳

書
に
正
し
ぐ
記
載
し
で
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
を
す
る
時
に
慌
て

な
い
で
済
な
よ
ラ
、
今
か
ら
牽
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
税
務
署
）

城
南
衛
生
管
理
組
合
で

　
指
名
願
い
の
受
け
付
け

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

昭
和
六
十
二
年
度
に
発
注
す
る

建
護
工
事
、
測
璽
、
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ｙ
ト
業
務
、
智
四
の
購

入
な
ど
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の

夢
け
付
け
吸
二
月
二
日
か
ら

学校給食用物資

納入業者の登録申請
2月2日から受け付け

　
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年
間

百
八
十
七
日
、
一
日
約
一
万
七

千
食
分
の
給
食
を
作
る
た
め
に
、

必
要
な
物
資
を
登
録
業
者
制
に

よ
る
品
目
別
入
札
方
法
で
購
入

し
て
い
未
了
。

　
登
録
盈
搦
ず
る
業
者
は
、

2
月
2
日
か
ら

業
務
ご
と
に
受
け
付
け

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

指
名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請

今
次
の
期
間
中
受
け
付
け
ま

す
。

　
な
お
、
今
回
か
ら
は
、
業
務

区
分
ご
と
に
受
付
期
間
が
異
な

り
李
ゐ
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。

▼
物
品
・
役
務
・
・
・
２
月
２
日
㈲

　
か
ら
７
日
出
ま
で
。

▼
鴉
改
工
事
・
測
量
・
建
設
コ

　
ン
サ
ル
・
：
２
月
2
3
E
㈲
か
ら

　
2
8
爪
蜜
で
。

　
申
請
要
領
な
ど
は
、
管
財
契

約
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
、
管
財
契
約
課

二
十
八
日
ま
で
行
い
未
７
．

　
申
請
手
続
き
な
戸
係
し
ぐ
は
、

城
南
衛
生
管
理
但
？
総
務
課

用
度
管
理
係
（
豊
０
７
５
・
６

３
１
・
5
1
7
1
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
城
南
衛
生
管
理
但
Ｓ

二
月
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に

市
教
育
委
員
会
の
学
校
給
食
心
一

事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
申
請
手
塑
吊
関
係
書

類
な
芦
詳
し
ぐ
は
、
学
校
給
食

会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
・

豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
が
出
来
る
の
は

次
の
項
目
に
該
当
す
る
業
者
で

す
。

　
①
市
内
ま
た
は
京
阪
神
地
域

内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
②
相

当
な
資
本
で
経
営
し
、
相
当
額

の
販
売
実
績
が
あ
る
こ
と
③
常

時
営
業
夕
続
け
て
い
る
こ
と
④

引
き
続
い
て
二
年
以
よ
営
業
し

て
い
る
こ
と
⑤
指
定
の
期
日
、

時
刻
、
場
所
に
物
資
を
納
入
す

る
こ
と
が
出
采
る
こ
と
（
五
校

以
上
に
納
入
す
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
）
。
　
（
学
校
教
育
課
）

ミ ー ㎡ ． ｄ － －

１　・　　　　　　　　　　　　１
・　　　　　　　　　　　　　　・

◆－－－・・・－－－－・－－－－－－－－・－－－－－・・－－－－－９・－・－・・ｑ

契
約
係
（
豊
⑩
３
１
４
１
、
内

線
２
７
３
・
２
７
４
）
ま
で
お

問
忿
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

’
　
　
　
　
（
管
財
契
約
課
）
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冬の親子天文

教室
2月10日｡(火）中央公民館で

　
夜
空
に
i
n
ｘ
ａ
ｇ
ぐ
、
こ
ぼ
れ
る

よ
ラ
な
星
く
ず
Ｉ
。
そ
の
美
し
さ

に
感
動
し
た
経
験
は
、
誰
に
で
も

あ
る
は
ず
で
す
。
特
に
、
ふ
ほ
大

気
が
澄
ん
で
い
る
の
で
、
た
ぐ
さ

ん
の
星
か
見
る
こ
と
が
出
来
ま
ず
。

親
子
で
宇
宙
へ
の
夢
と
ロ
マ
ン
蔵

は
ぐ
ぐ
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
「
冬
の
星
座
と
月
、
木

星
、
火
星
、
星
雲
、
星
図
を
テ

ー
マ
に
、
天
体
観
望
と
天
体
の
話

を
組
交
Ｂ
せ
て
行
い
水
子
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
0
日
脚
、
午
後

６
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
講
師
・
・
・
明
星

天
文
館
館
長
・
江
上
賢
三
さ
ん
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

Ａ
＞
Ｖ
の
親
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
▼

準
備
品
・
：
筆
記
具
、
懐
中
電
灯
▼

申
し
込
み
・
・
・
中
央
公
民
館
（
豊
⑩

1
4
1
1
）
へ
電
話
か
直
接
来
館

蕩
２
月
２
晶
か
息
～
付
け
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
・
老

人
　
母
子
家
庭
は

　
医
療
費
助
成
の
申
請
を

お
知
ら
せ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
８
日
面
、
午
前

１
時
2
0
分
に
国
鉄
宇
治
駅
前
へ
集

合
（
雨
天
の
場
合
は
２
月
1
5
日
面

に
順
延
）
▼
コ
ー
ス
・
：
国
鉄
宇
治

駅
↓
山
崎
駅
↓
云
土
山
宝
寺
・
柳

谷
観
音
↓
長
國
大
神
解
散
の
約
1
3

n
メ
ー
ト
ル
▼
準
備
品
…
弁
当
、
。

水
筒
、
雨
具
な
ど
▼
交
通
費
…
各

自
負
担
▼
問
い
〈
Ｂ
せ
・
：
木
村
長

次
さ
ん
（
豊
⑩
3
6
3
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
▼
と
き
…
２
月
1
2
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
防
火
の
日
（
毎

月
1
5
E
）
」
に
よ
せ
て
▼
講
師
…
消

防
署
職
員
、
宇
治
市
消
防
団
・
大

久
保
分
団
団
員
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
、
在
勤
の
人
。
（
広
野
公
民
館
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
白
石
せ
は
、

い
ず
れ
も
襲
逗
祉
協
議
心
一
（
き

⑩
5
6
5
4
）
へ
２
月
２
日
囲
か

ら
７
日
出
ま
｡
ｖ
ｕ
に
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
…
２
月
1
4
日
由
、
午
前

1
0
時
～
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

〈
屈
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
炊
き
こ
み

ご
飯
、
か
ぶ
ら
蒸
し
、
お
ひ
た
し
▼

対
象
・
・
・
視
覚
障
害
者
▼
指
導
…
保

健
予
防
課
栄
養
士
▼
費
用
・
・
・
約
五

医
療
費
助
成
の
申
請
を

　
老
人
保
健
法

の
改
定
に
伴
い
、

昭
和
六
十
二
年

一
月
一
日
以
降
、

医
療
機
関
で
支

　
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管

理
事
業
（
老
人
保
健
法
で
医
療

夕
受
け
る
璽
度
の
心
身
障
害
老

人
に
対
す
る
一
部
負
担
誓
公

費
で
負
揖
ず
る
制
度
）
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
一
部
負
担

金
を
全
額
公
費
で
負
担
し
柔
ｆ
。

　
な
お
、
福
祉
医
療
費
支
給
事

業
の
内
、
老
人
に
対
す
る
福
祉

医
療
制
度
（
密
は
、
老
人
保

健
法
の
一
部
負
担
金
に
準
じ
て

引
孝
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
。

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
重
度
の
心

身
障
害
児
・
者
（
但
）
や
、
母
子

百
円
（
材
料
費
）
▼
準
備
品
・
：
米
一

合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
政
ん
、
布

政
ん
。
’

　
〈
生
花
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
4
R
出
、
午
後

λ
旱
丁
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
視
覚
障
害

者
▼
指
導
・
・
・
三
好
千
代
美
さ
ん
▼

費
用
・
：
約
六
百
円
（
花
代
）
▼
準
備

品
…
剣
山
、
孤
暁
ぷ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
　
引
換
証
の
交
付

　
昭
和
六
十
二
年
度
分
の
戦
傷
病

者
乗
車
券
引
換
証
の
交
付
‘
ｍ
求
を

受
け
付
け
康
ｙ
。
戦
傷
病
者
の
認

定
盈
跨
て
い
る
人
で
、
交
付
を

ご
希
望
の
人
は
、
戦
傷
病
者
手
帳

と
印
鑑
之
将
つ
て
福
祉
事
務
所
社

心
一
課
へ
。
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
そ
の
手
帳
も
お
忘

れ
な
く
。
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
児
童
書
の
展
示

　
中
央
図
書
館
の
児
童
書
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
二
月
三
日
の
節
分
に
ち

な
み
「
オ
ニ
さ
ん
こ
ち
ら
と
し

ょ
か
ん
こ
ち
ら
」
と
題
し
て
、
鬼

に
関
す
る
絵
本
や
読
み
も
の
か
展

示
し
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
も
行

い
ま
す
。
開
催
期
間
は
三
月
二
十

九
日
旧
ま
で
。
（
中
央
図
書
館
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
２
月
1
3
日

図
上
ふ
幡
公
民
館
、
2
7
日
出
＝
宇

治
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
１
４
時
▼
内
容
・
：
年
金
や

家
庭
（
信
に
対
す
る
福
祉
医

療
費
支
給
制
度
は
、
従
来
ど
お

Ｓ
v
無
料
Ｖ
す
。

　
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
で
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

健
康
保
険
証
と
眼
蓼
痔
参
の

上
、
手
続
き
M
:
つ
Ｗ
v
だ
さ

い
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
１
　
Ｉ
は
、
社
会
課
へ
お
問
い

〈
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
〈
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業

の
対
象
者
・
心
身
障
害
児
（
者
）

心
場
合
〉
・
・
・
身
体
障
害
者
等
級

１
・
２
級
の
人
。
重
度
の
精
神
薄

伊
勢
田
町
井
尻

　
宮
本
　
千
種
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
1
・
１
・
2
4
①

健
康
保
険
の
相
談
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

不
動
産
登
記
制
度

1
0
0
周
年
記
念

　
１
日
登
記
相
談
所

　
▼
と
き
・
：
２
月
５
日
閑
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市

民
会
館
第
１
会
議
室
▼
主
催
・
・
・
京

都
地
方
法
務
局
、
京
都
司
法
書
士

会
、
京
都
土
地
家
屋
調
査
士
会
。

　
人
権
相
談
所
も
開
設
。
秘
密
厳

守
。
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
向
上
訓
練
受
講
者

　
　
　
　
　
　
の
募
集

　
▼
科
目
・
期
間
・
受
講
料
・
：
○
シ

ー
ケ
ン
ス
制
御
中
級
、
２
月
1
7
・
1
8

日
、
二
千
円
ｏ
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
作
業
（
初
心
者
向
き
）
＝
３
月
９

日
～
1
3
日
、
千
円
○
シ
ー
ケ
ン
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
３
月
1
0
・
1
1
日
、

二
千
円
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時
～
午
後
４
時
）
▼
定
員
・
：
各

1
0
人
▼
締
切
り
…
シ
ー
ケ
ン
ス
は

２
月
1
0
日
脚
、
マ
シ
ニ
ン
グ
は
３

弱
者
。
３
級
の
身
体
障
害
者
で

中
度
の
精
神
薄
弱
者
。
国
民
年

金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
ま

た
は
障
害
年
金
が
Ｉ
級
で
、
障

害
の
内
容
・
程
度
が
４
体
障
害

者
等
級
―
・
２
級
に
相
当
す
る

人
。

　
　
《
老
人
心
場
合
〉
・
・
６
歳
以

上
7
0
歳
未
満
の
所
得
税
非
課
税

世
帯
。
一
人
暮
β
に
彰
夭
。
ａ

た
き
り
参
人
。
老
人
世
帯
。

　
　
〈
母
子
家
庭
の
場
合
〉
・
：
1
8

歳
禾
満
の
子
μ
も
、
小
学
校
修

了
前
の
児
童
の
母
。
（
襲
麗
）

　ちぐさちゃんの朝の運動は､゛ソ

ウさんのあくびの体操。｡お母さん

と一緒に飛び跳ねます。

　この欄に掲載するお子さん（61

年２月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

月
２
日
側
、
シ
ー
ケ
ン
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
は
３
月
３
日
㈹
▼
申
し
込

み
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
…
詳
し
ぐ
は
京

都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
長
岡
京

市
友
岡
１
丁
目
２
番
１
号
・
豊
０

７
５
叫
7
3
9
2
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

　
▼
と
き
・
：
３
月
３
日
叫
～
４
月

3
0
日
出
の
火
・
木
曜
日
（
全
1
8
回
）
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
壁
Ｔ

９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
：
初
心
者

を
対
象
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

基
礎
理
論
や
実
務
（
販
売
、
給
与
、

財
務
）
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト

を
学
習
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費

：
八
千
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
２
月
５
日
出
ま
で
に
域
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢

田
町
新
中
ノ
荒
2
1
の
８
・
豊
前
0

6
8
8
）
へ
。
　
（
交
通
労
政
課
）

　
文
化
講
演
会

　
本
市
な
ど
五
市
五
町
で
構
成
す

る
京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
推

進
協
議
会
の
、
設
立
七
周
年
記
念

お買物のめやす消費者
物価指数20（1月分
）

　この公表価格は、1月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格
平均 価格状況

ti高
価t3
駁吐(ammm i吋月比 廿前年比

灯　　油
18(店頭 V「A1ぷ A37.で Ｊ 65o円

18e配達 822▲4.0▲35.8 980 700

ガソリン
レギュラー1 ≪現金
売り 114 ０▲18.6 120 105

ティッシュ

　ペーノぐ－

400枚入ｌ箱

(クリ本ッ}ｽ･スコ･yテ<l 151▲1.9▲0.7 158 93

台所用
　　ラップ

サランラップ
30cniX20m 217▲1.4 0.5 240 158

アルミ
　　ホイル 25 X 8 m 168 1.8 1.8 188 120

シャンプー 液体ポリ容SZ20CC花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 228
洗iir用
　扮石けん 2.4l.g 886 3.1 1.7 980 727

牛　　肉
すき焼用
中程度100 g 359 0.3 1.1 418 258

ta さけ 切身100g 313 7.9▲1.9 468 150

バレイショ 男爵100g 19 5.6▲9.5 28 10

キャベツ中土約1kg 121▲6.9 ▲43.5 260 70

鶏　　卵Mサイズバック入10個 184▲18.2▲21.4 258 158

食用油
日浦サラダ油

ポリ容B入1000 g 496▲0.6／ 638 315

しよう油キッコーマン濃口ポリ容器入1t 252 2.0／ 278 188

砂　　嘘上白Iks 238▲5.9▲7.8 268 170

小麦扮
BiiH'l-*％祀-

205 0.5▲2.4 218 158
インスタント
　コーヒー ネスカフェエクセラ

瓶入150 K 1,058 0.6 0.51.125 950

み　　そタヶヤミソlkB 329A 5.7 A 2.9 358 278

食ノ-･ン許通s.＼片(スライスしたもの） 164▲1.2 1.2 180 138

洗If代 ワイシャツ自の長そで 165 0.6 5.8 250 120

事
業
で
す
。
入
場
無
料
。

　
▼
と
き
…
２
月
1
8
日
出
、
午
後

１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル
▼
講
演
テ
ー
マ
・
・
・
自
分
ら
し

く
牛
百
る
▼
講
師
・
：
下
重
暁
子
さ

ん
（
エ
″
セ
イ
ス
ト
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
▼
入
場
整
理
券

の
申
し
込
み
・
・
企
画
課
ま
た
は
各

地
区
公
民
館
。
へ
。
　
（
企
画
課
）

　
茶
業
技
術
研
修
生

　
　
　
　
　
　
の
募
集

　
▼
研
修
科
目
・
：
茶
業
に
関
す
る

｀
百
と
実
習
▼
研
修
期
間
・
：
１
年

▼
募
集
人
数
・
・
・
ｉ
人
以
内
▼
受
研

資
格
・
：
年
齢
が
3
0
歳
未
満
で
、
学

校
教
育
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
2
6

号
）
第
４
章
に
規
定
す
る
高
等
学

校
を
卒
業
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
府
立
茶
業

研
究
所
長
が
認
め
た
人
。
こ
の
外
、

府
立
茶
業
研
心
餅
長
が
適
当
と
認

め
た
人
▼
採
用
選
考
（
面
接
）
…
３

月
９
日
側
の
午
前
1
0
時
、
府
立
茶

業
研
究
所
で
▼
採
用
者
発
表
・
・
・
３

月
1
2
日
閑
▼
研
修
料
・
：
無
料
（
研

修
生
に
は
、
月
額
１
万
円
の
研
修

奨
励
金
を
支
給
）
▼
申
し
込
み
・

問
災
Ｂ
せ
・
：
２
月
1
4
日
出
ま
で

に
、
受
研
申
込
書
、
履
歴
書
、
最

終
学
校
の
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

健
康
診
断
書
、
市
町
村
長
の
推
薦

書
、
３
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

真
か
添
え
て
、
京
都
府
立
茶
業
研

究
所
（
白
川
中
ノ
薗
１
・
ａ
⑩
5

5
7
7
）
へ
。

　
　
　
（
京
都
府
立
茶
業
研
究
所
）

　
社
会
教
育
研
究
集
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
5
日
間
、
正
午

～
午
後
４
時
半
ご
ろ
▼
と
こ
ろ
…

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民

館
▼
内
容
・
：
ぷ
る
さ
改
っ
く
り

舎
掃
Ｕ
て
”
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
学
習
・

討
議
▼
対
象
…
一
般
市
民
、
社
会

教
育
関
係
団
体
関
係
者
な
ど
▼
問

い
４
[
ｊ
ｏ
ｔ
i
.
｡
｡
社
会
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
▼
主
催
・
・
・
第
1
4
回
宇

治
市
社
会
教
育
研
究
集
会
実
行
委

員
会
、
市
教
育
委
員
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

市職員の募集

身体障害者が対象

　
▼
職
種
・
人
数
・
・
・
一
般
事
務

職
、
一
人
▼
第
一
次
試
験
・
：
２

月
1
2
日
閑
、
午
前
９
時
半
か
ら

総
合
福
祉
会
館
で
▼
受
験
資
格

・
：
①
自
力
で
通
勤
出
来
、
介
護

者
な
し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な

▲印は減

人
②
昭
和
2
7
年
４
月
２
日
～
4
4

年
ｔ
月
１
日
の
間
に
生
次
れ
た

人
③
視
覚
、
聴
覚
、
音
声
昼
機

能
の
障
害
者
ま
た
は
肢
体
不
自

由
者
で
、
身
体
障
害
者
モ
唄
（
６

級
以
上
）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
④
活
字
印
刷
文
（
点
字
を

除
ぐ
）
の
出
題
に
対
応
出
来
る

人
⑤
6
2
年
１
月
１
日
現
在
で
宇

治
市
内
に
住
所
か
肴
し
、
申
し

込
み
日
ま
で
引
き
続
ま
ｍ
内
に

住
所
か
肴
す
る
人
⑧
日
本
国
籍

か
肴
す
る
人
⑦
学
歴
は
問
わ
な

い
が
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
か
肴
す
る

人
▼
申
し
込
み
・
：
２
月
４
日
團

～
1
0
日
叫
の
午
後
５
時
ま
で
職

員
課
へ
。
原
則
と
し
て
本
人
が

身
体
障
害
者
手
帳
、
申
込
書
、

履
歴
書
持
参
で
。
郵
送
は
不
可
。

実
施
要
項
な
芦
ほ
職
員
課
に
あ

り
ま
す
。
　
　
　
（
職
員
課
）

養
護
教
諭
の
募
集

　
▼
職
種
・
人
数
・
・
・
養
護
教
諭
、

若
干
名
▼
試
験
・
：
２
月
1
2
m
g
'

午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館
で

▼
受
験
資
格
・
・
・
昭
和
3
2
年
４
月

２
日
～
4
2
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
去
ハ
た
養
護
教
諭
の
免
許
を

有
す
る
女
子
▼
申
し
込
み
・
：
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
六
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
は
り
、
申
込
用
紙
を

添
え
て
２
月
４
日
團
～
1
0
日
叫

の
午
後
５
時
ま
で
に
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
提
出
を
（
土
曜
日

午
後
と
日
曜
日
は
除
ぐ
）
。
郵
送

は
不
可
。
申
込
用
紙
、
採
用
試

験
実
施
要
項
は
教
育
委
員
心
一
の

総
務
課
に
あ
り
未
了
。

　
　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
）

687

老人保健法の改定による
一部負担金の引き上げ

払
う
一
部
負
隻
京
引
藻
正
げ

ら
れ
ま
し
た
。

第3回

定期演奏会

宇治市民混成合唱団

2月8白（日）

午後2時開演

文化会館大ホール

入場料

チケット発売



ださい。相談は無料。秘密は厳守。

社会福祉協議会の法律（定貝10人）・

　
清
潔
で
快
適
な
牛
居
環
境
は
、

市
民
み
ん
な
の
願
い
。
清
掃
事
業

は
、
市
民
全
体
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
て
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
一
度
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
お
互

い
に
考
え
、
美
し
い
町
つ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
〈
ゴ
ミ
は
。
決
め
ら
れ
た
日
時
に

定
点
へ
〉

　
収
集
後
に
、
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
決

め
ら
れ
た
日
、
決
め
ら
れ
た
時
間

に
出
し
ま
し
ょ
う
。
。

　
特
に
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
収
集

日
の
午
前
九
時
ま
で
に
出
し
で
Ｉ

だ
さ
い
。

　
〈
迷
惑
駐
車
は
や
め
て
〉

　
ゴ
ミ
の
定
点
や
道
路
か
ぷ
さ
ぐ

車
両
は
、
収
集
作
業
な
ど
に
支
障

を
来
た
し
ま
す
。
拳
鰹
車
は
や

w・M賤r ’'り日じ―C 'i C ■/JTUS火口^王-＼-、

行政・人権・r費生活・精神薄弱者相談

の日程は･､61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で。消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（S⑩8698）

－で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

　金曜日の９時～16時に総合福祉会館２階

　の老人福祉センター（豊⑩5652）で。

　保健・衛生・相談・移動図書館（2月分）　

　

　　献血

●10日（自衛隊関西地区補給処.

10時～正午

　と13時～15時半、宇治ライオンズクラブ共

　催）。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り|

●lOH

（木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着）｡その他､毎週月曜日（午

　前９時～10時半）宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談（18日、市民会館13時～16時）。

●京都府交通事故相談(

4日、18日、京都府

　宇治地方振興局Si3)2049、9時～16時）。

　交通事故の法律問題,示談のしかた、賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

　険の利用のしかたなど、お気軽にこJ相談く

め
ま
し
ょ
う
。

　
〈
ゴ
ミ
袋
の
口
は
、
き
ち
ん
と
し

ば
っ
て
〉

　
ゴ
ミ
袋
の
ロ
が
縛
っ
て
い
な
い

と
、
収
集
時
に
ゴ
ミ
が
ぱ
ら
つ
い

た
り
、
犬
・
猫
が
あ
さ
っ
て
散
ら

ば
る
な
片
じ
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
の
ロ

は
き
ち
ん
と
縛
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
は
、
燃

え
な
い
ゴ
ミ
ヘ
〉

　
プ
ラ
ス
チ
″
ク
類
・
ガ
ラ
ス
・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
は
、
焼
却

炉
の
故
障
の
原
因
と
な
っ
た
り
、

有
害
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
必
ず
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
日
に
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
〉

　
空
き
地
や
道
端
に
放
置
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
、
近
所
の
墟
憑
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
り
未
了
。
絶
対
に
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
な
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出
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。
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　　　　　　小倉町（蓮池、堀池．南堀池、以銀前から南只信前
2/2　　18　　　　　　までの市道筋以北の西浦）
　　　　　　伊鶴田町哺游田）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・Hit・炭山・笠取地域

2/2　　23　花揃、赤塚、陣之内(国鉄以東)、御園、御蔵山畑山田、北御園、正中(国鉄Jil東ﾀ、町並一鄙
3　　M　北包蔵山（平尾）中御蔵山、町並　奈良町、畑町、炭山令域

　　　　　祝島町（全域）3　　19　小倉町（近鉄以東の新田島）
　　　　　率　　Hi (戸ノ内　践由　国鈴以分の前廟･天神)

　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、徳水．柿ノ木町、
4　　25北島、一丁目、札ノ辻町、紺屋町

５　　Ｓ　(≪q也　西巾　巾村ぐ国鉄pj丙ゝ　大加戸ぐ国詮以丙）渚ノ吏　丙浦　能小路　南端（国鉄以西）
　　　　　木　　幡（平尾、須留、南原、御蔵山、畑山田、御園、
4　　20　　　　　陣ノ内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、
　　　　　　　　　　北山畑、国鉄以東の正中・東中）

6　　27　大林　均林　タノ吏ぐ国鈴以西）丙m一郎
q　a/2　轟恵虞　古川　丙田　北ノ序　野添　谷前　西浦一部　梅林官有地、大林一部

　　　　　六地蔵（全域）　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑．大瀬戸、西浦.
5　　23　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　・東中）　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

10　a/3　西浦一部　新開　平野府営倖宅、析坂一部
15　.^M　福角ぐ国鉄以丙）日皆田　[SI*　ト村　大八木島　等取
13　a/s　重田一部　平町　一mm.　戸ノ内(椛島飛地)

u　a/fi　重田　ｉ山　出口（国鉄以丙）森本（国鉄以丙）谷下り（国鉄以西）
If!　　　　福角ぐ国鉄以東)、折坂(府it 以東)、平野、一番割、二番割、=番割一部

　　　　　木　幡（熊小路）　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

　　24　　　　　原、壇ノ東、寺界道、野添．大林、梅林、西６　　　　　　　　浦、新開．平野、折坂．福角、一一二・三番

　　　　　　　　　割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）
　　　　　苑　　道（平町）

17　　　　　丙浦f国詮以東')　コ番割　^ノ東府道両側). 南端(国鉄以東)
IR　　　　^ノ吏(府道以更)広岡谷　南山(A)巾村(さつ海ケ&)
1Q　　　　南山ぐB)　全萱原

ｸ∩　　　　南由爛　十山棚　女舶戸f国外じ吏卜　由村f用外i;j吏卜　吏巾(国鉄以吏）北畠一部
91.　　　北畠、桧尾、半尾、須m

　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、

　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）
　　　　　亮　　道（平町を除く全域）
9　25　明星町（全域）
　・　　　志津川（全域）
　　　　　羽戸山１～４丁目　　　　　宇　　洽（山本、乙方、東内、又振、山田）

白川・支遣川・芯道・牢治・神明・広野町・開町・大久保町地域

　2　　23 I東m南荘本通り以東)．野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)．琵琶、
2/　　　　　若森ぐ国鉄以南)矢落(国鉄以南)

a　　?4　下屡　差詰　壱番　妙楽　宇文字　田尻(国鉄以南l　塔川
4　　25　蓮華　乙方市内　又振　山田紅斎、白川、金井戸、山本、荒綴、田中、大垣内、妙i&志環川

　　　　　森本(国鉄以東)、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、5　　26 池山、谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)　　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法．東山、下居、琵琶、野神、弐番、

10　26　　　　　　池森ヽ米阪ヽ矢落ヽ若森ヽ国鉄以南の天神）

　　　　　　天神台１～３丁目
　　　　　　白　　川（全域）　　　　　　折居台（全域）

17　　　　　mis　井ノ屏　日椋　平Ｓ　南ノロ

　　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋畏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
18　　　　寺山(翠光園団地)

　　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市道以東)、中島、
19　　　　石塚(心華寺通り以西)

　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　南陵町（全域）
　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）
11　　27　神　　明（全域）
　　　　　宇　　洽（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　広野町（小根尾一部）

9∩　　　　吏m.　一勁h　ね牟谷　開町　石塚（心垂去涌り以東）官北一部
21　　　　　Asms.　大間一都　ぷ山一都　宮西　宿北　官吏C姑南芹太通り以丙)

⑤

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出に異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　(城南衛生管理組合)

小倉町・伊勢田町・棋島町・宇治・羽拍子町地域

　　　　　　　戸ノ内、矢落(国鉄以北)、若森(国鉄以北)､.里尻(国鉄以北)、
2/2　　23　小桜、南堀池(田中、大和＿部西２号通り以北)

　　　　　開　　町（国道筋を除く全域）
12　28　広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷．中島、丸山）
　　　　　丙大次保府営倖宅白～2n捜）

3　　24　市日川　･丙日川　南茨合fn～Sの通約寸で")

4　　2r)　南茨合ぐ４の涌り以隆～13の通りまで）

　　　　　　広野町（桐生谷．一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）13　3/2　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　久保）　　　　　　西大久保府営住宅（21~32棟）

5　　2fi　南浦（oo～no　84～98　30～33) 、大只団地、山際一部
6　　･)!　南浦　丙浦一部　神楽田一部(近鉄以西)

7　28　霖7右jl汝扉起ljl裂尹線朗ﾋ)｀大幡｀北内｀門口｀幡貫｀

9　■M2　　老ノ太　久保　丙山（国m以東）寺内一部、蓮池

　　　　　　安田町（全域）　　　　　　伊勢田町（名木．浮面、蔭田．中ノ田、中ノ荒、新中

14　3/3　開　　町債h

　　　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

　　　　　　　　　･出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛．井ノ尻、南ノロ一部）

10　3/3裂言公論盾甑名岬烋畿詣?‰(DiSョ)
12　3/4　寺内　丙浦
13　;v.s　南坦油ぐ太通り以北）南堀油（本通り以南）

14　3/H　南堀湘ぐ大和■). m油

16　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部．中ノ荒、井尻、
　　　　　　　中ノ田、名木、浮面．安田町全域

　　　　　　宇　　洽（半白）

16　3/4　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域ヽ西山）

　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛g.）

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前､゛17　　　　大町、大川原、中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)

18　　　　　巾山G斤鉄以丙）毛語　若林
19　　　　　羽拍子町

　　　　　　小倉町（南浦、山際．京銀前から南京信前までの市

17　3/5　　　　　道筋以南の西浦）
　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　丙大久保府営倖宅(33～43棟)

20　　　　蛇塚、弐番(府道以北)、池森、米阪

　　　　　　北山Ａ・Ｂ・C ･ D団地、中央台、西山(国道以西)、
21　　　　神楽田(山中含む)

688

みんなの手で美しいまち
～清掃事業にご協力を～

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
2
月
分
）

　2月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

移
動
図
書
館

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話あ22－3141）
し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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